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全体会午後の部Ⅰ

司会者 それでは定刻が来たので着席してくだ

さい。

ただ今より，全体会午後の部Ⅰを行いたい

と思います。午後の部Ⅰの司会を担当させて

いただきます八万中学校２年のｇ，松茂中学

校３年のｄです。よろしくお願いします。

本年度の全体会は，前半のⅠと後半のⅡの

２部構成になっています。最初に意見発表を

３本していただき，その内容を通して，みん

なで人権について語り合いたいと思いますの

で，みなさんどうぞご協力お願いします。

まずは前半１本目の意見発表です。松茂中

学校３年ａｅさん「『部落差別』について」

です。よろしくお願いします。

「『部落差別』について」

松茂中学校 ３年 ａｅ

「部落差別」それは，人の心から生まれた絶

対にあってはならないものです。現在も地域

によっては根強く残っています。今からそん

な「部落差別」について，母から聞いたこと

を基に，僕が考えたことをみなさんに聞いて

ほしいと思います。

僕は，森口先生に誘われ，「人権を語り合

う中学生交流集会」に参加しました。そこで

はさまざまな人権問題に対して，真剣に中学

生が語り合う姿がありました。そのことをリ

ビングで両親に話をしているときでした。部

落差別についてのことを僕が話をしている

と，母が次のようなことを教えてくれました。

「私とお父さんが結婚するとき，お父さん

の両親は，私がどんな人なのか近所の人に聞

きに来ていた。」とここまでの話は，なんと

なく納得がいったのですが，次の瞬間，その

納得は消え失せました。なぜかというと，「聞

き合わせをする人の中には，部落ではないか

と，近所の人に質問する人もいる。」と話し

ていたからです。その話を聞いたとき，「な

ぜ部落出身なのかを聞く必要があるのか。」

という疑問がわいてきました。それと同時に，

「部落出身だったら何か問題でもあるのか。」

という少し腹立たしい気持ちになったのを今

でもしっかり覚えています。

僕の祖父母は，部落に対して差別意識があ

ったわけではありません。昔は，それが普通

だったと言います。ただ，祖父母は慣習にし

たがって聞いていただけだったのです。

昔の人たちは，部落について人一倍敏感で，

部落について気にしすぎていたのではないで

しょうか。だからこそ，その間違った考え方

を浄化するために，若い僕たちが，正しい知

識を身につけて，古くから残る差別をなくし

ていかなければなりません。

しかし，それは決して容易なことではあり

ません。昔から根強く残っているものは，私

たちの常識に定着してしまっている部分があ

ります。そういった間違った常識をなくすた
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めにも一人一人が人権学習を通して，良い人

権感覚をもつことが大切になってくると思い

ます。

僕の父方の両親の世代ように「部落」に対

して間違った常識を教えられて育った人たち

も，世の中にはたくさんいるでしょう。けれ

ども，その人たちを悪として見てはいけませ

ん。祖父母の世代の人たちは，慣習に従って

いただけであり，本当に悪いのは，そういっ

た慣習だと思うのです。そんな慣習を生んで

しまう，人の心が悪いのです。そんな心と一

人一人が向き合っていくことが大切だと感じ

ました。

差別には，いろいろな種類がありますが，

どれも人の心をえぐるようなものばかりで

す。差別をして人を傷つけた人も，差別をさ

れて傷つけられた人も，心がモヤモヤします。

同じ人間なのに，互いを傷つけて，いやな思

いをさせる。それは，あってはならないこと

です。人を見下し，自分を優れた人間だと勘

違いする。そういったことが，人の心を汚し

ていくことにつながっていると僕は思いま

す。

これから，さまざまな経験を積んで，僕た

ちは生きていきます。その中で，生まれた地

域や容姿などで人を見下し，差別をする人と

出会うことがあるかもしれません。そんなと

き，「あなたの考えは間違っている。」と，は

っきり言えるような人になりたいです。その

ためにも，常識を疑い，間違えた考えをしな

いように，普段の人権学習に真剣に，そして

積極的に取り組んでいきたいです。

僕は，はじめ「部落差別」がどういうもの

なのか知りませんでした。けれど，学習を進

めていくにつれて，人の心の恐ろしさについ

て知ることができました。もう二度と差別を

起こさない。そういう強い気持ちをもって，

これから生きていきたいと思います。

ご清聴ありがとうございました。

司会者 ありがとうございました。どうぞ元の

席に戻ってください。

続いて，前半２本目の意見発表です。大麻

中学校３年ａｂさん「想いを受け継いで」で

す。よろしくお願いします。

「想いを受け継いで」

大麻中学校 ３年 ａｂ

皆さんは「ふるさと」と聞くとどのような

ことを思い浮かべますか。僕にとっての「ふ

るさと」。それは，家族と一緒に暮らす温か

いところ。コウノトリが空高く舞い，その下

に広がる田園の景色。まるで未来までのぞけ

そうなおいしいレンコン。入浴中聞こえてく

るネコがけんかをする鳴き声。友と共に汗を

流し，バスケットボールを追いかけた日々。

次から次へと大切な僕のふるさとがあふれて

きます。

人権学習の時間，僕は詩人の丸岡忠雄さん

が書いた「ふるさと」という詩に出会いまし
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た。丸岡さんの詩からは，吾が子にふるさと

の名を堂々と名のらせたい親の願いと叫びが

聞こえてきました。そして，詩を読み終えた

あと，僕の胸に突き刺さったのは「ふるさと

を隠すことを 父はけもののような鋭さで覚

えた」という一文でした。“けもののような

鋭さ”この言葉を初めて耳にしたとき，言葉

では言い表すことのできない何ともいえない

気持ちになりました。部落差別が丸岡さんを

そこまで苦しめるのかと思うと，僕の心の中

いっぱいに“差別をなくしたい”という強い

思いが広がりました。

その日，家族と夕食を食べながら，学校で

部落差別について学習したことや，丸岡さん

の詩について話しました。すると，祖父が，

「丸岡忠雄さんのふるさと？ちょうど30年ぐ

らい前だったかなぁ。おじいちゃんはその詩

に曲をつけたんだよ。」と話し始めたので僕

は驚きました。夕食後，早速祖父に曲を聴か

せてもらいました。四分の四拍子のゆっくり

としたテンポで，全体的に静かな調子ですが，

後半は感情の高まりを表すような旋律の動き

で構成されていました。メロディーが二十五

小節のため，タイトルは「二十五小節のふる

さと」にしたそうです。祖父は，丸岡さんの

詩に心を打たれ，自分のできることで部落解

放を訴えたいと，何度も手を入れ直し，作曲

したそうです。そして，ある町の講演会でも，

この曲に想いを込めて歌いました。

この話を聞き，30年以上も前からこの詩が

伝えられていたことに驚くと共に，作曲する

ことが大好きな祖父が，この詩に曲をつけて

いたことや，差別をなくすために作曲に取り

組んでいたことに，僕はうれしい気持ちにな

りました。作曲できる祖父を誇らしく思うと

同時に，僕にもきっと何かできることがある

と心から思いました。

今，僕が差別をなくすためにできること。

それは，人権学習を通して学んだことや感じ

た自分の想いを家族や友人，周りの人たちに

伝え，行動に移すことです。今までの僕は消

極的で，自分に自信をもてていませんでした。

そのため，人権学習の時間も自分から意見

を伝えることができませんでした。でも，伝

えなければ何も変わりません。自分の思いを

詩に表現した丸岡さんのように，その詩に曲

をつけ，そのメロディーにのせ丸岡さんの思

いを多くの人に伝えた祖父のように。僕も変

わらなければと心から思いました。

みなさんも，今一度胸に手を当て，「ふる

さと」とは何か考えてみてください。楽しか

ったり，うれしかったりした思い出がよみが

えりますか。それとも，悲しかったり，悔し

かったりした思い出がよみがえりますか。祖

父は「ふるさと」を作曲した30年前と変わら

ず，今でも差別が残っていることがとても悔

しいと言っていました。僕も，部落差別がま

だ世の中に残っていることがとても悔しいで

す。全ての人が自分の大切なふるさとの名を，

何の躊躇もなく名のることのできる社会にし

ていきたいです。そのために自分に何ができ

るか考え，それを行動に移していきます。

まずは祖父と共に「二十五小節のふるさと」

を大麻中のみんなに伝えていきたいです。最

近興味のあるギターを抱えて。

ご清聴ありがとうございました。

司会者 ありがとうございました。

続いて，前半３本目の意見発表です。城ノ

内中等教育学校３年ａｄさん「哲ちゃんの生
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き方をまなんで変わったこと」です。よろし

くお願いします。

「哲ちゃんの生き方をまなんで変わったこと」

城ノ内中等教育学校 ３年 ａｄ

私は，自分が大嫌いです。性格も容姿も，

全てが嫌いです。嬉しいことがあったとき，

それを相手に伝えたいのにうまく言葉にした

り，表情に出したりすることができない自分。

そんなこと思いたくないのに，「この子のこ

と苦手だな」と思ってしまう自分。人見知り

の自分。友達のことをうらやましく思ってし

まう自分。そんな自分のことで悩む日々を，

私は送っていました。しかし，哲ちゃんのこ

とを知ってから，私の考え方が変わりました。

まるで世界が少し明るくなったかのように。

私の心を突き動かしたのは，哲ちゃんの「お

じぎ草」という短い詩。

「夏空を震わせて 白樺の幹に鳴く蝉に

おじぎ草がおじぎする 包帯を巻いた指で

おじぎ草に触れると おじぎ草がおじぎする

指を奪った『らい』に指のない手を合わせて

おじぎ草のように おじぎした」

哲ちゃんこと，詩人の桜井哲夫さんは，17

歳のときから，ハンセン病療養所で過ごして

きました。目が見えず，ペンを持つ指まで「ら

い菌」に奪われた哲ちゃんは，点字を打つこ

とさえもできません。この哲ちゃんの「おじ

ぎ草」に出会ったとき，私には到底感じるこ

とのできない気持ちだったので，驚きととも

に疑問の気持ちでいっぱいになりました。哲

ちゃんにとって「らい」は，苦しい毎日を送

るきっかけとなったもので，「らい」によっ

て多くの人やものを失いました。そんな「ら

い」に感謝して手を合わせるなんて，私には

絶対にできません。なぜ哲ちゃんは，こんな

ふうに感じ，詩に綴ることができるのでしょ

う。

「おじぎ草」を知ったのは，金正美さんが

書いた「しがまっこ溶けた」という本ですが，

その中には，哲ちゃんのたくさんの言葉が紹

介されています。

「俺はね，自分の顔に誇りを持ってるの。この

顔には，苦しみや悲しみがいっぱい刻まれて

るのね。またそれを乗り越えてきたという自

信も刻まれてるの。だからね，崩れちゃって

はいるんだけど，いい顔なんじゃないかな。

だってこの味わいは，俺にしか出せないもの

でしょ。」

哲ちゃんのこの言葉を聞いたとき，「この

世の中に，私は私しかいないんだ」と思いま

した。世界にはたくさんの人がいて，たくさ

んの違いがあって，哲ちゃんのように全然違

うものを持っている人もいて，けれどこの世

の中に，その人はその人だけしかいません。

この容姿で，この性格で，こんな感情を持っ

ているのも，世界で私しかいません。私はこ

れからも，何かを目指して今の自分を嫌いに

なったりすると思うけれど，バリアを張って

仮面をかぶったままでいなくても，ありのま

まの自分でいるのもいいのかな，と思うこと

ができました。哲ちゃんのメッセージを受け

取って，これまで思ってきたことが少し変わ

っていくかもしれないと感じました。少しの

変化のようにも思えますが，私にとっては．

大きな一歩です。

私は，ハンセン病問題について，まだ少し

のことしか知りません。しかし，哲ちゃんの

人生は波瀾万丈で，家族と離れ，病気による

痛みや不安だけではなく，まわりの人からの



- 15 -

差別など，想像できないほどの苦しいことが

あったと思います。らい予防法による隔離政

策や，ハンセン病回復者の人々に対する差別

は，絶対にあってはならないことです。「ら

い」を恐れ，自分や大切な人のことを守りた

いという思いがあったのかもしれませんが，

本当のことを知らないことは，差別につなが

ってしまいます。今の私たちが生きる世界に

も，多くの情報があふれていますが，私はそ

の中から，正しい情報を選び，二度と同じ過

ちを繰り返さないように，正しい選択をして

いきたいです。

重い後遺症や社会からの厳しい差別の中に

あっても，哲ちゃんは，周りの人に対して感

謝の気持ちを持ち続けていました。見えない

世界の中で，たくさんの趣や幸せを見つけ，

自分の人生を楽しんでいるように感じまし

た。私は，「ありのままでいい」という哲ち

ゃんの視点で，私自身のことを見つめました。

これまでのつらかったこともくやしかったこ

とも，すべてが今の自分につながっているの

なら，私は，それがいいことじゃなかったと

しても，与えてくれたことに感謝したいと思

います。そして，これから出会う様々な人や

できごとに対しても，自分が望むようなもの

ではなくても，きちんと受け止め，哲ちゃん

のように様々な視点で考えることで，少しず

つプラスに変えていきたいです。

はじめに，「世界が少し明るくなった」と

言いましたが，私は哲ちゃんの生き方を考え

ることで，自分を知り，ありのままの自分で

いたいと思えるようになりました。そして，

哲ちゃんが「らい」に感謝したように，私の

周りにいてくれるすべての人たち，私をつく

ってくれたすべてのできごとに対して，感謝

の気持ちを忘れず過ごしていきたいです。

ご清聴ありがとうございました。

司会者 ありがとうざいました。どうぞ元の席

に戻ってください。

それではこれから，意見発表を通しての討

議にうつりたいと思います。発表についての

感想や意見交換，参会者のみなさんの思いを

語っていただければと思います。また，マイ

ク係として，松茂中学校１年のｈさん，藍住

中学校１年のｉさんの２人がフロアをまわり

ます。なお記録の関係上，発表する人は学校

名，学年，名前を言ってから発表してくださ

い。それではよろしくお願いします。

松茂中学校３年 ｂ 私は，部落差別のことな

んですけど一時身近に感じることがあって。

おじさんが結婚する時に，祖父とか祖母が部

落の差別のことにちょっと何か言ってたりし

て。それを聞いてて，さっきのａｅさんが読

んだ作文の通り，やっぱり祖父母もそういう

感じだったのかなって思います。それとか，

一回家族と差別，部落差別のことについて話

した時があって，その時に何か父が，学校の

授業で初めてそういう差別があるって知った
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んだったら，じゃあ何でそういう授業で部落

のことを学ぶんだろうなというふうに言って

て，あぁ確かになぁっていう感じに思った時

がありました。

八万中学校２年 ｆ さっき部落差別につい

て，学校で習うべきかみたいな話があったん

ですけど，学校の学年集会，学年で話し合う

場があって，その時も部落差別とか人権学習

についてするべきかみたいな話し合いになっ

たことがあったんですけど，その時に講師，

お話をしに来てくれていた人が，涙を流され

てお話をしてくれて，差別があったという事

実を伝えていってほしいっておっしゃって

て，差別を受けたことがある人が伝えていっ

てほしいって一人でも思っているなら，伝え

て学習していった方がいいのかなって思いま

した。

松茂中学校３年 ａ 部落差別って私は中学生

で初めて聞いた言葉で，前も言ったけど，お

母さんとかに聞いてもあんまり分からないっ

てなってて。部落差別ってあんまり伝えられ

てきてないって言ったらあれやけど，あんま

り自分の周りには部落差別っていう考え方が

なくて。自分が部落出身だったら，もっと考

えよったと思うし，周りに部落っていう考え

方がないから，もうちょっと早い段階，小学

生ぐらいの時から部落差別とかLGBTとかの問

題について考えてきた方がよかったのかなと

思いました。

吉野中学校３年 ｊ ボクは，城ノ内中等教育

学校のａｄさんの作文を聞いて，やっぱり自

分を見つめることは，すごく大事だなと思い

ました。ボクの学校では前，産婦人科の方が

来てくれて，出産の話をしてくれた時に，生

きているだけで100点満点という言葉を聞き

ました。ボクは，その言葉を聞いて，自分が

今生きていることがすごいありがたいこと

で，今までのことに感謝する必要があるんだ

なと思いました。

大麻中学校３年 ｋ 城ノ内中等教育学校の

「哲ちゃんの生き方をまなんで変わったこと」

のはじめのところで，自分が嫌いだと言って，

友達をうらやましく思ってしまう自分が嫌い

って言ってたけど，それは人間がもっている

弱い心が生み出してしまう気持ちなので，そ

ういう自分が嫌いって思える自分自身は強い



- 17 -

気持ちをもっているんだなと思ったので，私

自身も強い気持ちをもてるようになりたいと

思いました。

吉野中学校３年 ｌ ボクは松茂中学校３年の

ａｅさんの「部落差別について」という作文

を聞いて，ボクの学校でも人権学習で部落差

別による結婚差別について習って，その結婚

差別の物語でも，同和地区の人の話が出てき

たりして，主人公の両親がとても反対するっ

ていう物語なんですが，そこにもよくない慣

習みたいなのがあるのかなと思いました。ボ

ク自身もそういう慣習はなくしていきたいな

と思っています。

大麻中学校３年 ｍ 小学校の時にいろいろな

講師の方が来てくださって，よく話を聞かせ

てもらっていたんですけど，小学校の時はあ

まり深く考えれずに，１年を過ごしてしまっ

たことがよくあって，中学に入ってからこう

いう人権に初めて入って，毎年人権劇とかを

してきていて，本当に人権のことを詳しくや

っている学校なんですけど，やっぱり自分の

中の，ａｄさんが言っていた自分の弱いとこ

ろを人間はもっているので，そういうのも見

つめ合うのも含めて，こういう人権の中の集

会を開いて参加できたことがよかったなと思

いました。

司会者 ｇ さっき言っていた人権劇って，た

とえばどういうのをしているんですか。

大麻中学校３年 ｍ 大麻中学校の人権の劇

は，今だったら新型コロナウイルスによる誹

謗中傷の話だったり，あとは，いじめとか身

近なところにあるような問題について話し合

ったりするような劇です。

司会者 ｄ 立て続けに質問がいくつかあるん

ですけどいいですか。人権劇があるっておっ

しゃってたんですけど，人権劇って具体的に

どのような人とか組織が行うものなんです

か。たとえば人権委員会であったり，クラス

でやるとか学年でやるとか。

大麻中学校３年 ｍ 生徒会実行委員や人権委

員が中心となって，３年生が主に劇の中に出

てやっています。

司会者 ｄ 人権劇を行う時期とかはいつです
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か。

大麻中学校３年 ｍ 秋に行われる文化祭や

人権フェスティバルなどのイベント，行事の

中でやっています。

藍住中学校１年 ｉ さっき弱いといけない，

他人をうらやましく思うとか，そう思ってし

まう弱い自分がいる，それをなくしていきた

いと言ってたんですけど，私は，そういう気

持ちがあってこそ人は成長できると思いま

す。さっきの作文で言ってくれていた桜井さ

んの，周りがマイナスに思ってしまうことで

も，さっき作文で言ったように，プラスに桜

井さんは考えているので，自分の弱いところ

もプラスに考えれるってことも，プラスに考

えてもいいんじゃないかと私は思いました。

松茂中学校１年 ｎ ２回目に発表してくれた

「想いを受け継いで」っていう発表の中に曲

をつけた人が，30年前にその人が知って曲を

つけたと言っていたから，30年前，もっと前

かもしれないけど，そういう時から差別があ

るということが世間に知られていたのに，何

でなくなってないんだろうなってさっき考え

てたんですけど。みんなが発表していたとこ

ろで，自分の弱いところっていうのが出てて，

自分の弱いところがあるから自分以下を求め

るんじゃないかなというところに行き着い

て。じゃあ自分の弱いところをなくせばいい

ということになるんですけど。自分の弱いと

ころっていうのは，なくならないというか，

誰にでもあると思うので，一人一人が差別と

いうか，そういうことを日頃から心がけてい

けば，いつかは分からないけど未来に残して

いかないでいける社会になるんじゃなと思い

ました。

松茂中学校３年 ｄ 自分は，少し前までは部

落差別っていう，その言葉自体知らないよう

な人間だったんですけど，中学３年の人権学

習になってから部落差別についてもより詳し

く教えてもらえるようになって，考えれるよ

うになって。それで部落差別について１回親

に聞いてみたんですよ。前々から部落があっ

たのになぜ今もなくなっていないんかって。

親に聞いたら，これはあくまで親の一個人の

意見なんですけど，昔はそれが普通だった。

住んでいる所によって差別的な意見をもつっ

ていうのが，それが普通で常識だったから。

今のみなさんも１個常識，普通にあるじゃな
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いですか。今自分の知っている常識が，知ら

ん間にちょっと経ったら，それが差別やなん

やとやかく言われる時代になり得るかもしれ

んしね。何が言いたいかといったら，たとえ

ば，その，部落差別自体がなくなったとして

も，また時間が経って，人の価値観が変わっ

ていったら，１個の差別がなくなっても，ま

た新しい差別が次に出てくるんじゃないかな

って思います。

吉野中学校３年 ｊ 今，司会者の方が言って

くれたように，言ってくれたことを踏まえて

ボクも，昔は慣習だった部落差別が，今にな

っていけない，なくしていこうとなっている

ので，今ある慣習も，いつなくそうってなっ

てもおかしくないんじゃなって思いました

大麻中学校３年 ｍ 司会者が言ってくれた意

見に対して，人のちょっとした価値観の違い

でまた違った差別が出てくるっていうのを聞

いて，やっぱり，もう差別はなくならないの

かなって，ちょっと内心思ってしまったとこ

ろがあって。ただ，なくならないからと放っ

ておくわけにはいかないし，それだったら自

分の中でちょっとした意識を変えることと

か，こうやって学んできたことを友達とか身

近にいる大人とかに，ちょっとでも考え方を

広めていけたらなと思いました。

ＯＧ ｏ 一般で参加させてもらているｏとい

う者です。差別ががなくなるかなくならない

かみたいな話が出てきたんで，ちょっと発言

したいなって思ってマイクを持たせてもらっ

ています。

差別がなくなるのかなくならないのかでい

えば，私はなくならないとは思います。でも，

差別がなくなるかなくならないかでいえばな

くならないと思うんですけど，差別っていう

言葉に含まれている意味合いの中に，私たち

がここで話し合っている差別って，みんなの

中で共通理解みたいな感じで行われている差

別，一般的に○○差別っていう言葉って，結

構知られたりするじゃないですか。それに関

して，たくさんの人が差別をしている，人そ

れぞれ差別意識とか物の好き嫌いとか，好き

嫌いとかはけっこう差別とかにつながってく

る部分があると思うんですよ。差別っていう

もの自体はなくならないかもしれないけど，

共通理解でいろんな人が１つのものに対して

差別をする，それが目に見える形になって現
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れるっていうのが，私たちがなくしていきた

いと思っている差別なんじゃないかなって思

うんですよ。なので，一つのものを迫害する，

拒絶する，排除するみたいな方向にもって行

かれる差別，行為をなくしていくっていうの

が，私たちの目指している差別をなくすって

ことなんじゃないかなと思いました。

藍住中学校１年 ｉ 私もさっき言ってくれた

ように，差別はなくならないと思います。差

別って部落差別とか，たぶん人の周りにいる

人たち，どんなに仲がよく，どんなに同じ時

間過ごしてきても，考え方が違うから起こる

んだと思います。私の家族，お姉ちゃんはコ

ミュ症で，よく一緒にいる時にいろんなグチ

を話してくるんですが，絶対あの人に嫌われ

たとか，絶対あの人とか…。周りにいる人た

ちが何を思っているのか分からないから，私

も人見知りのところがあるんで，絶対この人，

多少嫌っているんじゃないかとか，そういう

のを想像したりして。差別も同じように勘違

いとかそういう見えない心の動きで差別とか

起こるんじゃないかなって思うんで。さっき

言ってくれたように差別意識を薄めていった

らコミュ症な姉もやっぱり少し楽になってい

けると思うし，人って誰が何考えるとか，考

えているとか分からないんで，周りが統一し

ていったら少しは心が楽になっていくんじゃ

ないかって思います。

八万中学校３年 ｐ 差別ってやっぱりなくな

らないと思うんだけど，俺も。でも，なくな

らんけんいいやじゃなくて，やっぱり自分の

中では差別はやらんとこうって決めとくんが

大事なんちゃうかなって思いました。

松茂中学校３年 ｄ さっき一般の方が言って

くださったことについての意見なんですけ

ど，確かに差別そのもの自体は，自分もなく

なるものではないっていう意見はもっている

んですよ。差別ってものによるんですけど，

一種の嫌悪感，見て嫌な気持ちになるとか，

そういう感情からきているんじゃないかなっ

て思っているんですよ，自分は。その嫌悪感

っていうのはたとえば，何か虫とか，虫見て

ちょっと気持ち悪いなとか，食べ物でいった

らこの食べ物ちょっと嫌いやなとか，そうい

う嫌悪感があるんですけど。その嫌悪感があ

る限りは，差別って絶対なくならないとは思
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うんですよ。嫌悪感があるから差別が起こる

けど，その嫌悪感がなくなると人って生きら

れない，身を守るために自分に害を与えるも

のなんか判別できないから。何が言いたいか

っていったら，嫌悪感があるから差別がある，

嫌悪感がないと人は生きられない。だから差

別がなくならないんじゃないかなみたいな意

見をもっている。以上です。

藍住東中教員 平野 今，差別がなくなるか，

なくならないかの話になっているんかなと思

いながら，自分の心情を言っていいですか。

差別はなくなるもんだと思っているんです

よ。差別はなくなるもんだと思っています。

この世から人間がつくり出したものは，どん

なものであっても壊れてなくなって，最後は，

ボク，理科の人間なので言うと，未来永劫あ

るものは絶対にないので，いずれ崩れるし，

なくなると思っています。で，今の話を自分

なりに解釈したらどういうふうに，言葉足ら

ずのところを自分の中で補いながら考えてた

ら，こういうことちゃうかなと思いました。

何かというと，差別がなくならないではなく

て，自分たちがある，ボクたちが小学校の時

とか中学校の時に経験しなかった，経験して

たんですけど，それが差別って気づけなかっ

たこととか，差別だと分からなかったことが，

時代とともに，あっ，これってこういうとこ

ろが人の生き方とか，人権を侵害している部

分なんだよって，よりはっきりと分かるよう

になってきて。で，それが，これは差別です

よっていうのが，自分の目の前にはっきりと

示されるように社会がなってきたと思うんで

すよ。思うんです。だから，差別がなくなら

ないっていうんではなくて，自分の中でいろ

んな差別意識に，自分たちが気づき出してい

ったから，あぁ，これも差別か，あれも差別

か，あっ，これも差別だよねっていうふうに

どんどんどんどん気づいていけばいくほど，

差別って自分の中でいろんな形で増えていく

じゃないですか。今までだったら障がい者差

別のことばっかりを勉強してきて，障がい者

差別って駄目なんだよねと思っていたけどそ

れを軸にして，その人達の人権は守られてい

る，この人達の人権は守られてないよな，こ

の人達もそうだよな，この人達もそうだよな

っていうふうに，どんどんこう，いろんな立

場の人のことを考えていくと，どんどんどん

どん，差別ってこんなに世の中にたくさんあ

ったんやって気づいていって，で，あぁこれ

はどんどんなくなるけども，新しいこういう

ことが差別ってことに自分気づけたよなっ

て。確かにそれは，それに関しては自分は，

あぁ過去にできてないなぁっていうふうに落

胆する部分があるんやけど，あぁこれから気

をつけようって思うことがあるんやけど，気

づいたその日から自分の中では差別なくせる

かなと思ってます。だから，差別なくせるな

くせないじゃなくて，新しいキミたちの新し

い感覚で，これって差別なんちゃうんってい
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うのが訴えかけられているから，差別がなく

ならないっていう感覚になるんかな，とか思

いながら今聞いてました。それで部落差別が

今のところ軸になって，何でボク部落差別が

っていうんがあるかというと，どう言うたら

ええんかなっていうのが常に自分の中にある

んです。目に見えて，こうだから差別受けて

ます，こうだから差別が残ってます，残って

いることは分かるんやけど，こんな人たちが

あんな人たちがっていう対象者っていうの

が，自分もそうやし相手もそうやしって，ち

ょっと分からないっていう気が。もっと自分

が勉強しないと分かりづらいところもあるか

なとか思いながら，日々勉強しているのかな

と思いながら，この年になってもまだ，どう

いうふうな差別の終わり方をするんだろかと

思いながら，どういうふうに自分の中で解決

していくんだろって思いながらいる自分がい

ます。キミたちの新しい感覚でどれが差別な

んか分からせてくれたらありがたいです。

ＯＢ ｑ 我慢できんわ。(笑)板野中学校OBの

ｑです。中学生集会，第１回の実行委員長を

やりました。40歳になるおっさんです。平野

先生が今言ってくれたことのちょっと補足で

ないけどさせてもらいたいな。補足というか

自分が今まで言ってきたことなんやけど，子

どもがおる時によう，赤ちゃんを抱きながら

話しよるときがあって。この赤ちゃんには差

別，よう差別心とか，心って書いて，人間生

まれもってもっとんちゃうかとか。ほれをも

っとんだったら，差別は多分絶対なくならん

と思うんよ。もう差別心として生まれもって

もっとんだったら難しいかもしれん。ただ，

この赤ちゃんにはこういう，ボクやは差別意

識って言うんやけど，差別意識はありません。

生きていく中でいろんな，それこそ自分と違

う人のことをしたり，見たりとか，色が違う

ことを否定したりとか，そういういろんな情

報とかが入ってきて，何らかの形で差別意識

って生まれてくる。これが成長するにつれて，

自分が差別してしまいよることに気づかんま

ま大人になっていってしまうことがあると思

うんです。今日，話聞っきょって，正直言う

たら途中で泣きそうになってきて，何でかっ

ていうたら，部落差別の問題ってここまで衰

退っていうか，衰退したんやなってほんまに

悲しいなって，ちょっと思ってしまって。ま

ぁ，ボクも部落の人間なんやけど，第１回目

の時の中学生集会って，もうほとんど，ほぼ

部落の，部落地域に生まれた中学生が集まっ

て，部落差別問題中心にして話し合いが行わ

れてきました。何で部落差別中心なんかって

いったら，いろんな人種差別とかいろいろあ

るけど，部落差別は日本固有の，独特な問題

であって，一番身近な問題なんよな。今の子

は，親が差別されてきたとか，自分が差別さ

れてきた体験がなかなかないんかもしれん。

逆にボクが思うんは，また隠されてきよんか

なって思う。たぶん，ほんまに自分のルーツ

とか調べていったら，自分は部落の人間だっ

たなっていうんが分かることがあると思う。

その中で差別受けた子やが，何で差別されな

あかんのなって。ボク自身もいろいろ高校生

友の会だったりとか，青年になっても地元で

青年部長とかしもって，それなりに勉強はし

てきたけど，部落差別が何でできたかとかい

うんは，もう迷宮入りで分かりません。起源

説はいろいろあって分からんのよな。なんで

残っとうかもそうやし，なんであんまり表だ
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ってされんのかっていうたら，ものすごく深

いです。部落差別問題というのは。一言で部

落差別問題こうですっていうのは，簡単なと

ころで言えば，生まれたところで差別される

っていうことやけど，それくらい根深いもん

やし，いうたら毛嫌いされてきたことやし，

聞いたところで関わりたくないから知らんと

かいうんが現状です。ボクやの時代は，これ

が国の政策として部落差別をなくしていこう

という運動が高まっとった時だって，ボクや

終盤の方やけど，かろうじてぎりぎり学校と

かでもされてきた年代だって，今はもう，昔

の言葉で言えば寝た子は起こすなっていうこ

とがあるんやけど，それはもう内内のことに

していこう，触れんようにしていこうってい

うのが現状なんかなぁって思って。ものすご

く悲しい。ごっつい泣きそうになりました。

ほんまに身近に部落の子とかおるんよな。で，

これに悲しんどる子もおるし，その子の思い

を聞いて周りの子が，部落でない子やも「ほ

ら，腹立つわ」って「そんな思いしたら腹立

つな」とか怒りとか悲しみをもって「あっ，

ほな俺は差別なくしていかなあかんな」って

いうのがあったと思う。ほれを軸にして，そ

ういう思いを聞いて，そういう思いを知った

うえで語り合っていく，仲間をつくっていく

っていうんが理想であって，それで他の人種

差別なり，ハンセン病なり，身体障がい者の

差別したって，実際にそうやけど仕組みがよ

う似とうところがあるんよな。それを分かっ

た上でいろいろ話し合いをしていった。部落

差別問題を中心にしていったっていうんがあ

るんよな。ほんまに一番身近な問題なんで，

これから，ちょっと，もうちょっと先生が力

入れてもらって，勉強してほしいなって思い

ました。長くなるのでこれで終わります。

司会者 他に意見ある方いますか。ないようで

あればこのまま休憩をしたいと思います。

このあたりで午後の部Ⅰの話し合いを終了

し，10分間の換気と休憩をとりたいと思いま

す。10分後には，元の席に戻ってきてくださ

い。


